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表紙の図

マイクロバブルと超音波を用いた脳標的遺伝子デリバリー

小俣 大樹 1、萩原 芙美子 1、宗像 理紗 1、島 忠光 1、影山 彩織 1、 

鈴木 悠乃 1、丸山 一雄 2、鈴木 亮 1 
1 帝京大学 薬学部 薬物送達学研究室、2 帝京大学 薬学部 セラノスティクス学講座 

血液脳関門は血液と脳実質の間の物質移動を厳密に制御しているため、多くの薬物は脳実質

へと移行できない。そのため、アルツハイマー病やパーキンソン病などに対する遺伝子治療の実

現のためには、安全かつ効率的に脳実質へとプラスミド DNA や核酸を送達できる技術の開発が

必要となる。近年、マイクロバブル (気体を脂質などで覆い安定化した微小気泡) と超音波を用い

た脳実質への薬物送達技術が注目されている。超音波照射に伴うマイクロバブルの振動や収縮、

膨張といった機械的作用が血管内皮細胞間の密着結合を緩めることで、脳実質への薬物送達が

可能になると考えられている。これまでに我々は、血中滞留性に優れたマイクロバブルを開発し、

超音波を併用することで、in vitro および in vivo においてプラスミド DNA デリバリーが可能であるこ

とを報告してきた (J. Control. Release, Suzuki.R. et. al., 142, 245-250, 2010) 。そこで、この技術を

用いて脳へのプラスミド DNA デリバリーを試みた。その結果、マイクロバブルと超音波を用いること

で、プラスミド DNA をデリバリーしたことによる脳選択的なタンパク質発現を確認した。また、血管

内皮細胞のみでなく、脳実質細胞でのプラスミド DNA 導入に由来するタンパク質発現を確認した。

これらの結果から、マイクロバブルと超音波の併用は脳選択的にプラスミドDNAをデリバリーできる

ことが明らかとなった。

A マイクロバブル 

パーフルオロプロパンガスをリン脂質で覆った構造を持ち、高い安定性、血中滞留性を示す。

B 脳への選択的なプラスミド DNA デリバリー 

マウスにマイクロバブルとルシフェラーゼ発現プラスミド DNA を静脈内投与し、経頭蓋的に脳に

超音波を照射した。1 日後、ルシフェリンを投与し、ルシフェラーゼの発光を in vivo imaging system

で観察した。

C プラスミド DNA 導入細胞の評価 

マウスにマイクロバブルと GFP 発現プラスミド DNA を静脈内投与し、経頭蓋的に脳に超音波を

照射した。1 日後、脳を摘出し、坑 GFP 抗体を用いた免疫染色を行い共焦点顕微鏡により GFP 発

現細胞を観察した。種々の細胞のマーカーとして、GFAP (アストロサイト)、Olig2 (オリゴデンドロサ

イト)、Iba1 (ミクログリア)、CD31 (血管内皮細胞)、NeuN (神経細胞) をそれぞれ染色した。スケー

ルバー：50 µm。
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2019 年 第 28 回日本バイオイメージング学会学術集会を終えて 
（同時開催：The 6th International Symposium on Bioimaging） 

大会長：鈴木 亮

帝京大学薬学部

E-mail: r-suzuki@pharm.teikyo-u.ac.jp

2019 年度の第 28 回日本バイオイメージング学会学術集

会を当学会の国際シンポジウムである The 6th International 

Symposium on Bioimaging と同時に帝京大学板橋キャンパ

ス（東京都板橋区）にて 2019 年 9 月 21 日（土）～ 23 日

（月）の 3 日間で開催いたしました。本大会には、171 名

（海外から 13 名含む）の方々に参加をいただき、盛況で

終了いたしました。本大会は、共催として帝京大学および

National University of Singapore (NUS), Mechanobiology 

Institute (MBI) に会場のご提供や演者の派遣など多大なる

ご協力を賜りましたこと、衷心より感謝申し上げます。至

らぬ点も多々あったかと思いますが、本大会開催にあたり

まして、多くの皆様にご協力いただきましたことを心より

お礼申し上げます。

本大会は、「Leading to the Future with Bioimaging （バイ

オイメージングで未来を拓く）」をテーマに、バイオイメ

ージングというキーワードで様々な分野の研究者が一堂

に会して議論できる異分野国際交流の場を提供すること

を目標にして大会を開催させていただきました。異分野研

究の交流を促進するために、幅広い分野が含まれるような

企画とさせていただきました。特別講演には、NUS MBI、

Paul Matsudaira 教授から「Imaging the Mechanics of Early 

Zebrafish Development」と題して、個体発生におけるメカ

ニズム解析についてご講演をいただきました。また、帝京

大 学 薬 学 部 の 丸 山 一 雄 教 授 か ら は 、「 Ultrasound 

Theranostics (Imaging and Therapy)」と題して、医薬分野に

おける超音波を利用した診断・治療システム構築に関する

ご講演をいただきました。研究の背景から最新の研究成果

まで、研究分野の異なる参加者にもわかりやすくお話いた

だきました。ご講演終了後には、専門分野を超えた多角度

の質問があり、ディスカッションの時間が足りなくなって

しまうほど活発な議論が行われました。このほか、招待講

演として「Women in Science」、「The Joint Session with 

Japanese Society for Molecular Imaging 」、「 Bioimaging 

Technologies from Benchtop to Clinic 」、「 Cutting Edge 

Technologies for Bioimaging 」、「 The Joint Session on 

Bioimaging between Singapore and Japan」、「Bioimaging in 

Drug Delivery Research」、「Bioimaging in Brain Science」、

「Frontiers in Plant and Food Imaging」の 8 つのシンポジウ

ム、日本バイオイメージング学会奨励賞受賞講演、ランチ

ョンセミナーを開催いたしました。27 名の招待演者の先

生から各分野での最先端の研究成果や今後の展望につい

てご講演いただきました。特別講演（Dr. Paul Matsudaira） 

特別講演（丸山 一雄 博士） 
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この中で、通常の研究シンポジウムと異なる内容で企画

させていただいたのが、「Women in Science」です。このセ

ッションは、約 2 年前にシンガポール大学で開催された第

5 回国際バイオイメージングシンポジウムの時にも企画

され、シンガポールと日本の 2 国間での科学研究分野での

女性研究者を取り巻く環境などに関して議論をさせてい

ただきました。このときに多くの議論がなされ、国の政策

の違いや生活環境などに関しても意見交換がなされまし

た。本大会を企画するにあたり前回のセッションの続きを

今回は 2 国間ではなく他の国の研究者も含めて議論をし

たいという意見を多くいただきました。また、本大会の会

場をご提供いただきました帝京大学には、女性医師・研究

者支援センターが整備されており、大学としての取り組み

についてのお話も交えセッションを企画させていただく

機会を得ました。そこで本大会では、日本バイオイメージ

ング学会男女共同参画委員会、帝京大学女性医師・研究者

支援センター、シンガポール大学（NUS）、トロント大学、

東京大学から、第一線で研究を精力的に進められている女

性研究者をお招きし、日本、シンガポール、カナダにおけ

るダイバーシティー研究環境実現に向けた課題などを議

論するとともに、最先端のバイオイメージング研究の成果

についてご紹介いただきました。このセッションの詳細に

関しては、日本バイオイメージング学会副会長・男女共同

参画委員会委員長の洲崎悦子先生ら、本学会男女共同参画

委員会からの報告を参照いただければと思います。

本大会では、47 件のポスター演題がありました。その

なかで、日本バイオイメージング学会一般会員の演題から、

シンポジウムでの演者の講演とは分野の異なる研究発表

を大会長が選択し、selected poster としてランチョンセミ

ナー形式でご発表いただきました。また、例年と同様にポ

スター発表者にはポスターサマリー発表をしていただき

ました。今回は国際交流の場ということで、ポスターサマ

リーを英語で発表（口頭）していただきました。学生のな

かには、英語での発表がはじめてという発表者もいました

が、しっかりと準備をされて発表者全員からわかりやすい

サマリー発表をしていただきました。このポスター発表者

から参加者全員投票により、優秀発表者賞が選考されまし

た。受賞者は以下の通りです。

 ベストイメージ賞（HAMAMATSU Award）

澁谷 仁寿さん（理化学研究所）

 ベストイメージング賞（OLYMPUS Award）

小俣 大樹さん（帝京大学薬学部）

 ベストイメージング賞（NIKON Award）

田邉 瑠里子さん（長浜バイオ大学）

 ベストイメージング賞（Carl Zeiss Award）

三谷 智樹さん（理化学研究所）

 ベストイメージング賞（Bioimaginig2019 Award）

公文 優花さん（名古屋大学大学院工学研究科）

講演会場、ポスター会場の雰囲気

質疑に応じる Dr. Isabelle Aubert （トロント大学） 
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本賞に関しまして、各企業冠賞の授与をご快諾いただき

ました各企業の皆様に感謝申し上げます。また、本賞受賞

者の皆様におかれましては、バイオイメージング分野の研

究の発展に寄与していただきますとともに、今後ますます

のご活躍を期待いたします。

日本バイオイメージング学会では、学会会員の若手研究

者に奨励賞を授与しております。本年度は、東北大学多元

物質科学研究所 細胞機能分子化学研究分野の小和田俊

行博士が受賞されました。今回の受賞講演では、先生が研

究を進めておられる蛍光イメージング用のプローブ開発

についてご紹介いただくとともに、今後の展望やバイオイ

メージング研究への想いなどもお話いただきました。小和

田先生には今後もバイオイメージングの研究分野を牽引

する若きリーダーとして活躍していただくことを期待し

ております。

本大会では「Leading to the Future with Bioimaging （バイ

オイメージングで未来を拓く）」をテーマに異分野国際交

流のための企画をして参りました。多くの参加者の皆様か

ら各セッションにおいて活発な建設的なご議論をいただ

き、Banquet では食事を楽しみながらバイオイメージング

の未来を語ることができたのではないかと考えておりま

す。最後になりましたが、ご参加いただきました皆様に再

度感謝を申し上げます。 

第 29 回日本バイオイメージング学会学術集会が、2020

年 11 月 20 日（金）、21 日（土）にオンライン大会（大会

長：根本知己先生）として開催されます。第 29 回学術集

会でもバイオイメージング研究について熱く語り合いま

しょう。

謝辞

本大会を運営するにあたり、企画から当日の運営まで運

営委員の先生方に様々なご協力を賜りました。また、実働

的な部分に関しては、帝京大学薬学部薬物送達学研究室の

スタッフ・学生にご協力いただきました。事務局長として

小俣大樹先生には、手弁当で運営の中心的な役割を担って

いただきました。さらに、事務的作業や受付を小田早苗さ

ん、会場係を学生の皆様にお手伝いいただきました。お力

添えをいただきました皆様方に心より感謝を申し上げま

す。また、本大会の開催にご賛同いただき助成、協賛、後

援を賜りました団体、企業および関係者の皆様に深謝いた

します。

なお、本大会は、科研費 研究成果公開発表  (C) 

(19HP0304)、テルモ生命科学振興財団、永井記念薬学国際

交流財団、加藤記念バイオサイエンス振興財団の助成金を

受けて開催させていただきました。

奨励賞受賞講演（小和田 俊行 博士）

Banquet 会場の様子
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The 6th International Symposium on Bioimaging /  
第 28 回日本バイオイメージング学会学術集会における”Women in Science”を終えて 

日本バイオイメージング学会男女共同参画委員会：

洲崎 悦子 1*、田中 直子 2、橋本 香保子 3、朽津 和幸 4、樋口 ゆり子 5、加藤 有介 6、 

1 就実大学薬学部; 2 大妻女子大学家政学部; 3 千葉工業大学先進工学部; 

4 東京理科大学理工学部; 5 京都大学大学院薬学研究科; 6 徳島大学先端酵素学研究所 

*連絡先：洲崎悦子 E-mail: etchan@shujitsu.ac.jp

去る令和元(2019)年 9 月 21 日～23 日に、第 28 回日本バ

イオイメージング学会学術集会とのジョイント開催とし

て、帝京大学薬学部教授である鈴木亮先生を大会長に、The 

6th International Symposium on Bioimaging が帝京大学板橋キ

ャンパスにおいて開催されました。この大会のスタートセ

ッションとして”Women in Science”が行われたことは、大

会長の鈴木亮先生はじめ多くの先生方のご支援とご尽力

のお蔭であり、この場を借りて厚くお礼を申し上げます。 

 日本バイオイメージング学会男女共同参画委員会は、鈴

木和男先生が学会長であった 2006 年に 2 名の委員でスタ

ートし、以来、学会の規模に見合った無理のない、しかし

継続した活動を行ってきました。2017 年 5 月には、鈴木

和男先生や早稲田大学理工学院の石渡信一先生、National 

University of Singapore (NUS)の Paul Matsudaira 先生のご尽

力により The 5th International Symposium on Bioimaging が

Singapore において実現し、その時に初めて”Women in 

Science”セッションを企画・実行し、成功裡に終えること

ができました。今回は、第 2 回ということで、まずは前回

の NUS との連携を大切に継続し、かつ、帝京大学板橋キ

ャンパスにおける男女共同参画の先進的取り組み例とい

える女性医師・研究者支援センターにも協力をお願いし、

開催の地の利を活かした特色あるセッションにすること

を目指しました。

大会開始後一番の 10:00～12:00 というすばらしい時間

帯を頂き、4 名の先生方のご講演が行われました。 

S1-1 Teikyo University Support Center Activities for Women 

Physicians and Researchers 

Kiyoko Kaneko, Yoko Nakayama, Haruko Sekiya, Hiroko 

Okinaga (Teikyo University) 

S1-2 Rapid cancer imaging by rationally designed fluorescence 

probes 

Mako Kamiya, Yasuteru Urano (University of Tokyo) 

S1-3 Capsid protein structure in Zika virus reveals the flavivirus 

assembly process 

Shee-Mei Lok, et al. (Duke-National University of 

Singapore Medical School) 

S1-4 Therapeutic strategies using image-guided focused 

ultrasound for neurodegeneration 

Isabella Aubert (University of Toronto, Canada) 

女性医師・研究者支援センター室長の金子希代子先生

(S1-1)は、センターの 6 年間の活動についてご紹介下さい

ました。センターのサポートにより託児施設が充実し、ま

た研究支援やセミナー開催により女性研究者の科研費獲

得率が倍増し、上級職の女性割合が 5.2%も増加したとの

ことでした。大会が開催されたキャンパスに男女共同参画

活動を推進する先進的センターがあることを、参加者みん

なが認識し、また活動内容を情報共有できたことは非常に

意義が大きく、今回のセッションならではの特色を出すこ

とができたと思っています。

会場の様子：皆、熱心に聴き入っています 
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S1-2 の神谷真子先生は、男女共同参画委員全員で検討

して選出した若き女性研究者です。S1-3 の Shee-Mei Lok

先生は、NUS で活躍されている女性研究者であり、前回

からの継続として一緒に座長も務めて下さいました。S1-

4 の Isabella Aubert 先生は、大会長である鈴木亮先生ご推

薦の演者です。薬物送達に関する最先端の成果のみならず、

お願いしていた女性研究者としての経歴や思いも語って

下さいました。研究者の妻であり 2 人の娘の母というご家

庭のことについてもご紹介下さり、家庭を大切にしつつ研

究活動を無理なく両立しておられる様子に勇気をもらっ

た若い研究者や学生は多かったと思います。

scientific な講演をして下さった 3 名の先生方のご発表

は、がんを迅速にイメージングできる蛍光プローブの開発、

ジカウイルスにおける核酸とカプシドの微細構造と会合

様式の解明、超音波バブルを用いた薬物送達と神経の可塑

性の誘導による神経変性疾患治療、と分野は様々でしたが、

全員がまぎれもなく最先端で活躍中の研究者であること

を示す内容で、いずれもすばらしいご講演でした。これら

の先生方は、非常にすばらしい研究を行っておられる研究

者であり、私達が抱きがちである「女性で家庭をもってい

ると、第一線での研究は難しいのではないか」というバイ

アスを、見事に打ち砕いて下さったと思います。

いずれもすばらしい 4 名の女性研究者というロールモ

デルを実際に身近に知る機会を提供することができた今

回の”Women in Science”は、前回と同様に意義深い会であ

ったと思います。参加者の皆様が、女性であるから、男性

であるから、というバイアスを払拭する、また、若い方々

が、互いに協力して研究にも家庭にも力を注げる社会とな

ることを考える契機となったことを確信しております。

ご講演中の先生方 (左上: 金子先生、右上: 神谷先生、左下: Lok 先生、右下: Aubert 先生) 

Banquet の一場面：中央が Aubert 先生 
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Aubert 先生は、帰国後にもジェンダーバイアスに関する

下記の米国の資料など、男女共同参画活動に関する資料を

送ってくださり、日本バイオイメージング学会男女共同参

画委員会内でも情報を共有して議論を継続しています。

Women in Science セッション終了後には、大会長の鈴木

亮先生のご配慮により、4 名の演者の方々と男女共同参画

委員とで昼食会をもつことができました。Lok 先生、Aubert

先生は、和食のお弁当の一品一品を楽しんでおられました

し、講演では伺えない日々の様子も話題となり、和やかで

楽しい時間を過ごすことができました。同じ研究者と言っ

ても、お国が違い文化が違うと、何気ないことが異なって

おり、新鮮な発見もありました。国際学会は、最新の研究

について、また、人や文化の多様性について、集約的に学

び感じることのできる貴重な機会であり、新しい出会いの

場であることを改めて認識した次第です。

 昼食会終了時に、大会でご準備下さった記念品を頂きま

したが、各人ごとに品物が異なっていて、一人ひとりのこ

とを考えて心を込めて準備して下さったことを感じるス

テキなプレゼントでした。そして一緒に、一羽の折紙の鶴

が添えられていました。早一年が過ぎましたが、この鶴を

見るたび、鈴木亮先生はじめ大会事務局の皆様の暖かいお

もてなしの気持ちがあふれた会であった

と、懐かしく思い出しています。心より

お礼を申し上げます。

- 7 -



■ 総会資料 ■
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2020 年度 日本バイオイメージング学会 

総会資料 

2020 年 11 月 21 日 

日本バイオイメージング学会 

会長 船津 高志 

会場:   オンライン開催

議題： 2019 年度事業報告、2020 年度事業経過報告および 2021 年度事業計画 

総会議案 

各委員会より報告 

１．庶務報告 

２．財務報告 

３．会計監査 

４．企画委員会 

５．バイオイメージング誌委員会 

６．bioimages 誌編集委員会 

７．ホームページ編集委員会 

８．集会委員会 

９．賞選考委員会 

１０． 研究助成選考委員会 

１１． 講習会委員会 

１２． 国際交流委員会 

１３． 新技術情報委員会 

１４． 男女共同参画委員会 

１５． 人事 

１６． その他 

各委員会資料 

１．庶務報告(岡) 

19 年度事業報告 

1) 会報などを各委員会と協力して発送

2) 会員情報の管理・更新

3) その他
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20 年度事業経過報告 

1) 会報などを各委員会と協力して発送

2) 会員情報の管理・更新

3) その他

21 年度事業計画 

1) 会報などを各委員会と協力して発送

2) 講習会への協力

3) 公開講座

4) 会員情報の管理・更新

5) その他

２．財務報告（太田）（添付資料 参照） 

    19 年度財務報告 

1) 収支のまとめ

2) 会員への会費振込依頼、入金確認等

3) 学術集会会場での会費徴収

  20 年度財務経過報告 

1) 収支のまとめ

2) 会員への会費振込依頼、入金確認等

3) 学術集会会場での会費徴収

21 年度財務計画 

1) 収支のまとめ

2) 会員への会費振込依頼、入金確認等

3) 学術集会会場での会費徴収

３．監査（木原、高松） 

1) 監査結果の報告

４．企画委員会（加藤（晃）） 

19 度事業報告 

1) 賛助会員への勧誘

2) 会報｢バイオイメージング｣への広告勧誘（エーイー企画との連携）

3) エーイー企画(広告代理店)と連携し集会の展示、広告を担当

20 年度事業経過報告 
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1) 賛助会員への勧誘

2) 会報｢バイオイメージング｣への広告勧誘（エーイー企画との連携）

3) エーイー企画(広告代理店)と連携し集会の展示、広告を担当

21 年度事業計画 

1) 賛助会員への勧誘

2) 会報｢バイオイメージング｣への広告勧誘（エーイー企画との連携）

3) エーイー企画(広告代理店)と連携し集会の展示、広告を担当

５．バイオイメージング誌委員会(朽津) 

19 年度事業報告 

1) 会報発行 和文誌｢バイオイメージング｣第 28 巻２号まで発行

2) 和文誌｢バイオイメージング｣の Web-site での公開

3) 和文誌｢バイオイメージング｣と英文誌「Bioimages」の編集方針の見直し（和文の総

説･解説、原著論文は、「Bioimages」に掲載の方向）に基づく、投稿規定の改定準備

4) 投稿(研究室紹介等)呼びかけ、特集記事の充実

20 年度事業経過報告 

1) 会報発行 和文誌｢バイオイメージング｣第 29 巻 1・ 2号まで発行

2) 和文誌｢バイオイメージング｣の Web-site での公開

3) 和文誌｢バイオイメージング｣と英文誌「Bioimages」の編集方針の見直し（和文の総

説･解説、原著論文は、「Bioimages」に掲載の方向）に基づく、投稿規定の修正とホー

ムページへの掲載。

4) 投稿(研究室紹介等)呼びかけ、特集記事の充実

21 年度事業計画 

1) 和文誌｢バイオイメージング｣第 30 巻発行

2) 和文誌｢バイオイメージング｣の Web-site での公開、和文誌ホームページの充実

3) 投稿(研究室紹介等)呼びかけ、特集記事の充実

６．bioimages 誌編集委員会(小島) 

  19 年度事業報告 

1) Bioimages Vol.27の論文のアップロード準備中

2) Bioimages の ESCI収載の可能性について検討

  20 年度事業経過報告 

1) Bioimages Vol.28 の論文のアップロード準備中

2) Bioimages の ESCI収載の可能性について検討
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  21 年度事業計画 

1) Bioimages Vol.29 の論文のアップロード

2) Vol.6(1998)以前のバックナンバーのオンライン化を継続

７．ホームページ編集委員会（曽我） 

  19 年度事業報告 

1) 運用体制の確立

  20 年度事業経過報告 

1) 特になし

  21 年度事業計画 

1) 特になし

９．集会委員会（永井） 

  19 年度事業報告 

  第 28回学術集会（第 6 回国際バイオイメージングシンポジウム同時開催） 

日程： 2019 年 9 月 21 日（土）～23 日（月） 

会場： 帝京大学板橋キャンパス（東京都板橋区加賀２－１１－１） 

大会長： 鈴木 亮 （帝京大学 薬学部 薬物送達学研究室） 

参加費： 一般（正会員：8,000円、非会員：10,000円） 

学生（学部学生（4年生以下）無料、会員大学院生（学部 5 年生以上）3,000 

円、非会員（学部 5 年生以上）大学院生：5,000円） 

※参加費：第 5回国際バイオイメージングシンポジウムとの同時開催のため、 

 前回の国際シンポジウムと同額に設定（会員大学院生以外）。 

また、薬学部は 6年制であるため、学部学生を 4年生以下、大学院  

生を 5年生以上と併記。 

公開講座：開催なし 

20 年度事業経過報告 

  第 29回学術集会 

日程： 2020 年 11 月 20 日（金）～21 日（土） 

会場： オンライン開催 

大会長： 根本 知己 （岡崎自然科学研究機構生命創成探究センター） 

参加費： 一般（正会員・協賛学会員：4,000円、非会員：6,000円） 

学生（学部学生（4年生以下）無料、会員大学院生（学部 5 年生以上）3,000 

円、非会員：5,000円） 

後援： 自然科学研究機生命創成探求センター 

  公開講座： 開催なし 
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21 年度事業計画 

  第 30回学術集会 

    日程： 2021 年 9 月中旬 

    会場： 大妻女子大学 

    大会長： 田中 直子 （大妻女子大学家政学部） 

 

８．賞選考委員会(田中) 

    19 年度事業報告 

1)奨励賞：小和田 俊行（東北大学多元物質科学研究所） 

 

    20 年度事業経過報告 

1) 奨励賞：行方 衣由紀（東邦大学薬学部） 

 

    21 年度事業計画 

1) 奨励賞について、学会ホームページと和文誌「バイオイメージング」に、推薦のお願

いを掲載予定。 

 

９．研究助成選考委員会（菊地） 

  19 年度事業報告 

        1) 特になし 

 

    20 年度事業経過報告 

1) 特になし 

 

    21 年度事業計画 

    1) 特になし 

 

１０．講習会委員会（加藤（薫）） 

19 度事業報告 

1) 特になし 

 

  20 年度事業経過報告 

1) 特になし 

 

  21 年度事業計画 

1) 計画中（COVID-19 の収束状況などを考慮して今後の開催を検討） 

 

１１．国際交流委員会（鈴木（和）） 
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19 年度事業報告 

1) 第 6 回国際バイオイメージングシンポジウムの開催

会期：2019 年 9 月 21 日〜23 日

開催場所：帝京大学板橋キャンパス（東京都板橋区加賀２－１１－１）

大会長：鈴木 亮 （帝京大学薬学部）

共催：帝京大学、National University of Singapore, Mechanobiology Institute

(MBI) 

20 年度事業経過報告 

1) 次回国際シンポジウム開催に向けての準備

21 年度事業計画 

1) 次回国際シンポジウム開催に向けての準備

１２．新技術情報委員会（根本） 

19 年度事業報告 

1) 特になし

20 年度事業経過報告 

1) 特になし

21 年度事業計画 

1) 特になし

１３．男女共同参画委員会（洲崎） 

  19 年度事業報告 

1) 男女共同参画学協会連絡会 17 期運営委員会に出席

2) 内閣府理工チャレンジ～女子学生・生徒の理工系分野への選択～ リコチャレ応援団

体として参加、理工系女子応援ネットワークに参加

3) 女子中高校生夏の学校(8 月 9 日～11 日)、協賛及びポスター参加

  20 年度事業経過報告 

1) 男女共同参画学協会連絡会 18期運営委員会(オンライン開催)に出席

2) 内閣府理工チャレンジ～女子学生・生徒の理工系分野への選択～ リコチャレ応援団

体として参加、理工系女子応援ネットワークに参加(ただし今年度は、実質的取組み

は中止となった)

3) 女子中高校生夏の学校(8 月 7日～9 日)はオンライン開催となり、協賛・参加してき

たポスターセッションは行われなかった。
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21 年度事業計画 

同様の活動を継続予定 

１４. その他

審議事項： 

１）第 30回学術集会の準備について

２）その他
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᪥ᮏバイオイメージング学会

一⯡会ィ

収入 ᨭ出

2018年より⧞㉺ 4,770,123 バイオイメージング印刷・㏦付 247,744

利息 10 学⾡ㄽᩥⱥᩥᰯṇ 103,663

会㈝ 1,086,000 ㏻信㈝ 42,845

懇ぶ会㈝ 40,000 ㅰ㔠・人件㈝ 112,000

収入ィ 5,896,133 ⏨女共同参⏬ 70,393

奨励㈹ 100,000

懇親会費 40,000

会㆟㈝ 5,577

㎸手ᩘᩱ 5,448

HP作成⥔持㈝ 70,200

㞧㈝ 11,730

小ィ 809,600

2020年度への⧞㉺ 5,086,533

 ᨭ出ィ 5,896,133

≉別会ィ(国㝿学会‽備㔠➼㸧

収入 ᨭ出

　2018年度より⧞㉺ 4,290,669 　2020年度への⧞㉺ 4,290,669

収入ィ 4,290,669 ᨭ出ィ 4,290,669

┘ᰝ 2020年 ᭶ ᪥

┘事　ᮌ原　⿱　　印
┘事　㧗ᯇ　哲㑻  印

　会㛗　　      　⯪ὠ　㧗志　印

　⌮事(㈈務担当㸧 太⏣　善ᾈ　印

2019年度Ỵ⟬᭩ (2019年1᭶1᪥㹼2019年12᭶31᪥㸧
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一⯡会ィ

収入 ᨭ出

　 ⧞り㉺し 5,086,533   バイオイメージング印刷・㏦付 250,000 広報

   会㈝ 1,086,000 　Bioimages アップロード㈝ 100,000 広報

ホームページ⟶⌮㈝ 70,200 広報

ㅰ㔠・人件㈝ 50,000 庶務䚸会計

ⱥᩥᰯ㜀㈝ 100,000 編㞟

収入ィ 6,172,533 会㆟㈝ 10,000 庶務

奨励㈹㺃◊✲助成 100,000 賞選考

⏨女共同参⏬㸦分担㔠 他㸧 99,000 男女共同䞉国際

学⾡㞟会‽備㔠 1,300,000 㞟会

㞧㈝ 60,000 庶務䞉会計

予備㈝ 4,033,333

ᨭ出ィ 6,172,533

≉別会ィ㸦国㝿学会‽備㔠➼㸧

収入 ᨭ出

　⧞り㉺し 4,290,669 　2022年度への⧞㉺ 4,290,669

収入ィ 4,290,669 ᨭ出ィ 4,290,669

2021年度予⟬(2021年1᭶1᪥㹼2021年12᭶31᪥㸧
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２０２０年度の各委員会：名簿 

○：委員長

１．会 長  ：船津 高志 

２．副 会 長 ：岡 浩太郎、洲崎 悦子 

３．庶 務  ：○岡 浩太郎 

４．財 務  ：○太田 善浩 

５．企 画  ：○加藤 晃一、竹本 邦子、橋本 香保子、長谷川 明洋、

     ＊公開講座の企画を含む（学術集会付設の公開講座は大会長が企画） 

６．バイオイメージング誌編集  ：加藤 有介、菊地 和也、〇朽津 和幸、曽我 公平、桧垣 匠、樋

口 ゆり子、宮川 拓也 

７．bioimages 誌編集  ：朽津 和幸、小島 清嗣、○小島 正樹、斎野 朝幸、洲崎 悦子、寺川 進、

宮川 拓也 

８．ホームページ編集 ：岡 浩太郎、小島 正樹、朽津 和幸、〇曽我 公平、桧垣 匠 

９．集   会  ：太田 善浩、加藤 薫、立野 玲子、○永井 健治 

10．賞 選 考  ：大塩 力、高松 哲郎、◯田中 直子、田之倉 優、寺川 進、浜口 幸久 

11．研究助成選考：〇菊地 和也、鈴木 和男、中山 俊憲、根本 知己 

12．講 習 会  ：岡部 弘基、〇加藤 薫、櫻井 孝司、佐々木 章、中村 岳史、企業から（オリ

ンパス、カールツァイス、ニコン、浜松ホトニクス）

13．国 際 交 流 ：木原 裕、○鈴木 和男、鈴木 亮、永井 健治 

アドバイザー：A. Wheatley, J. Girkin, F. Maxfield, R. Hoffmann, N. Demaurex, Lowrel

Bolin, D. Ehrhardt, M. E. P. Murphy, W. Dawson, M. Jaconi 

＊国際バイオイメージング学会の対応を含む 

14．新技術情報  ：荒井 祐仁、加藤 薫、鶴旨 篤司、◯根本 知己、晝馬 亨、三井 直人 

15. 男女共同参画：加藤 有介、朽津 和幸、○洲崎 悦子、田中 直子、橋本 香保子、樋口 ゆり

子 
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２０２０年度役員 

１．役員 

１）評議員（２０２２．１２．３１まで）（現員３８名）

荒井 祐仁、池水 信二、大塩 力、太田 善浩、岡 浩太郎、加藤 薫、加藤 晃一、加藤 有介、

川西 徹、菊地 和也、朽津 和幸、小島 正樹、齋野 朝幸、洲崎 悦子、鈴木 和男、鈴木 亮、

曽我 公平、竹本 邦子、立野 玲子、田中 直子、田之倉 優、鶴旨 篤司、寺川 進、冨田 光子、

永井 健治、中村 岳史、中山 俊憲、根本 知己、橋本 香保子、長谷川 明洋、浜口 幸久、桧

垣 匠、樋口 ゆり子、晝馬 亨、船津 高志、古野 忠秀、宮川 拓也、三井 直人 

２）監 事（２名：２０２０．１２．３１まで）

木原 裕、高松 哲郎 

３）理 事（１６名：４年任期、２年毎半数改選、評議員により互選）（現員１５名）

２０２０．１２．３１まで 

太田 善浩、岡 浩太郎、加藤 薫、加藤晃一、小島 正樹、曽我 公平、永井 健治、船津高志 

２０２２．１２．３１まで 

菊地 和也、朽津 和幸、洲崎 悦子、鈴木 和男、鈴木 亮、田中 直子、根本 知己 

４）特任理事（２年任期）（６名まで）

２０２０．１２．３１まで 

大塩 力、田之倉 優、寺川 進、浜口 幸久 

５）会長、副会長、庶務担当、財務担当（理事により互選：２年任期）

会 長：２０２０．１２．３１まで： 船津 高志 

副  会  長：２０２０．１２．３１まで： 岡 浩太郎、洲崎 悦子 

庶務担当理事：２０２０．１２．３１まで： 岡 浩太郎 

財務担当理事：２０２０．１２．３１まで： 太田 善浩 

２．名誉会員（非役員） 

新井 孝夫、荒田 洋治、石村 巽、大木 和夫、柏木 浩、関塚 永一、脊山 洋右、中西 守、南

谷晴之、安岡 則武 
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日本バイオイメージング学会定款 

第１章   総     則 

第１条  この学会は、日本バイオイメージング学会という。 

第２条  この学会は、事務所を庶務担当理事の勤務先におく。 

第３条  この学会は、評議員会の議決を経て必要の地に支部をおくことが出来る。 

第２章   目的および事業 

第４条  この学会は、会員の研究発表、知識の交換ならびに会員相互および関連学（協）会との連絡提携

の場となり、バイオイメージング学の進歩普及をはかり、もって学術、文化の発展に寄与するこ

とを目的とする。 

第５条  この学会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

１ 研究発表会および講演会の開催 

２ 会誌、研究報告および資料の刊行 

３ 内外の関連学（協）会との連絡および協力 

４ 研究の奨励および研究業績の表彰 

５ 研究および調査 

６ その他目的を達成するために必要な事業 

第３章     会    員 

第６条  この学会の会員は、次のとおりとする。 

１ 正会員   バイオイメージング学に関する学識または経験を有する個人であって、この学会の

目的に賛同し、別に定められた年会費を納める者 

２ 学生会員 大学またはこれに準ずる学校に在籍し、バイオイメージング学に関係のある学科を

納める学生であって、この学会の目的に賛同し、別に定められた年会費を納める者 

３ 団体会員 この学会の目的に賛同し、別に定められた年会費を納める団体 

４ 賛助会員 この学会の事業を後援し、別に定められた年会費１口以上を納める者または法人 

５ 名誉会員 バイオイメージング学と本学会の発展に大いに貢献した個人で、評議員会の認めた

者 

第７条  会員になろうとする者は、会費を添えて入会申込書を提出し、理事会の承認を受けなければなら

ない。 

第８条  会員は、この学会が刊行する機関誌および図書の優先的配布を受けることができる。 

第９条 会員は、次の事由によって資格を喪失する。 

１ 退会 

２ 禁治産および準禁治産の宣告 

３ 死亡、失踪宣告 

４ 除名 

第１０条 会員で退会しようとする者は、理由を付して退会届を提出しなければならない。 
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第１１条 会員が次の各号の一に該当するときは、評議員会の議決を経て、会長がこれを除名することがで

きる。 

１ 会費を滞納したとき 

２ この学会の会員としての義務に違反したとき 

 ３ この学会の名誉を傷つけ、あるいはこの学会の目的に反する行為をしたとき 

第１２条  既納の会費は、いかなる理由があってもこれを返還しない。 

第４章 役員、評議員および職員 

第１３条 この学会には、次の役員をおく。 

理 事 １２名以上１６名以内（うち会長１名、副会長２名） 

特任理事 ６名以内 

監 事 ２名 

評議員  全会員の１０％程度 

第１４条 １ 評議員と監事は、正会員より総会で選出し、理事および特任理事は、 

評議員より評議員会で選出する。 

２ 理事は、互選で会長１名、副会長２名、庶務担当理事１名、財務担当理事１名、国際交流委員

長１名を定め、常務理事とする。 

第１５条  １ 会長はこの学会の業務を総理し、この学会を代表する。 

２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時は会長業務を代行する。 

３ 庶務担当理事、財務担当理事は、会長を補佐し、理事会の決定事項に基づき事務を行う。 

４ 国際交流委員長は、理事会の決定事項に基づき、諸外国とのバイオイメージング研究の学術

的交流と連携を図り、国際バイオイメージング会議を推進する。 

第１６条  １ 理事は、理事会を組織し、この学会の運営上重要な事項について決定し、執行する。 

２ 常務理事は常務理事会を組織し、必要な事項について協議し、理事会に諮る。 

３ 特任理事は、理事会の決定事項に基づき、特定の重要事項を担当する。 

第１７条 監事は民法第 59条の職務を行う。 

第１８条 評議員は評議員会を組織して、この学会の運営上の重要事項にかかわる理事会の決定事項に関し、

議事を開き議決する。 

第１９条 １ 会長、副会長、庶務担当理事、財務担当理事、監事の任期は２年とする。 

２ 理事の任期は４年とし、２年毎に半数を改選する。 

３ 特任理事の任期は２年とする。但し、再任を妨げない。 

４ 評議員の任期は４年とする。但し、再任を妨げない。 

５ 補欠または増員による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

６ 役員は、その任期満了後でも後任者が就任するまでは、なお、その職務を行う。 

 ７ 役員は、この学会の役員としてふさわしくない行為のあった場合、または特別の事情のある

場合には、その任期中であっても評議員会の議決により、会長が任を解くことができる。 

第２０条  役員は交通費、連絡費、日当の支給を受けることができる。 

第２１条 １ この学会の事務を処理するため、書記等の職員をおくことができる。 

２ 職員は、会長が任免する。 
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３ 職員は、有給とする。 

第５章 会    議 

第２２条 １ 通常総会は、毎年１回議長が召集する。 

２ 臨時総会は、理事会または監事が必要と認めたとき、いつでも召集することができる。 

第２３条  会長は、会員現在数の５分の１以上から会議に付議すべき事項を示して総会の召集を請求された

場合には、その請求のあった日から２０日以内に臨時総会を召集しなければならない。 

第２４条 通常総会の議長は、会長とし、臨時総会の議長は会議のつど会員の互選で定める。 

第２５条 総会の召集は、少なくとも１０日以前に、その会議に付議すべき事項、日時および場所を記載し

た書面または会誌の公告をもって通知する。 

第２６条 次の事項は、通常総会に提出してその承認を受けなければならない。 

１ 事業計画および収支予算についての事項 

２ 事業報告および収支決算についての事項 

３ 財産目録 

４ その他理事会において必要と認めた事項 

第２７条 総会は、会員現在数の５分の１以上出席しなければ、その議事を開き議決をすることができない。

ただし、当該議事につき書面をもってあらかじめ意志表示した者は、出席者とみなす。 

第２８条  総会の議事はこの定款に別段の定めがある場合を除くほか、出席者の過半数をもって決し、可否

同数の時は、議長の決するところによる。 

第２９条  総会の議事の要項および議決した事項は、会員に通知する。 

第３０条 １ 評議員会は随時会長が召集する。 

２ 評議員会の議長は、会長がこれに当たる。 

第３１条 評議員会は評議員数現在数の５分の１以上出席しなければ議事を議決することができない。 

第３２条  評議員会は、この定款に別段の定めがある場合を除くほか、出席者の過半数をもって決し、可否

同数のときは議長の決するところによる。 

第３３条 理事会は、毎年２回会長が召集する。ただし、会長が必要と認めた場合、または、理事現在数の

３分の１以上から会議の目的たる事情を示して請求のあったときには、会長は臨時理事会を召集

しなければならない。  

第３４条 １ 理事会は理事現在数の３分の２以上出席しなければ議事を開き議決することができない。た

だし、当該議事につき書面をもってあらかじめ意志を表示したものは、出席者とみなす。 

２ 理事会の議事は、この定款に別段の定めがある場合を除くほか、出席理事の過半数をもって

決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

３ 特任理事は理事会には参考人として出席できる。 

第３５条 総会、評議員会および理事会の議事録は、議長が作成し、議長および出席者代表２名以上が署名

押印の上、これを保存する。 

第６章 資産および会計 

第３６条 この学会の資産は、次のとおりとする。 

１ この学会設立当初画像解析シンポジウムから継承した別紙財産目記載の財産 
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２ 会費 

３ 事業に伴う収入 

４ 資産から生じる果実 

５ 寄付金品 

６ その他の収入 

第３７条 １ この学会の資産を分けて、基本財産および運用財産の２種とする。 

２ 基本財産は、別紙財産目録のうち、基本財産の部に記載する資産および将来基本財産に編入

される資産で構成する。 

３ 運用財産は、基本財産以外の資産とする。 

４ 寄付金品であって、寄付者の指定のあるものは、その指定にしたがう。 

第３８条 この学会の基本財産のうち現金は、理事会の決定によって定期郵便貯金とするか、もしくは定期

預金として、会長が保管する。 

第３９条 基本財産は、処分し、または担保に供してはならない。ただし、この学会の事業遂行上やむを得

ない理由があるときは、評議員会および総会の議決を経、その一部に限り処分し、または担保の

供することができる。 

第４０条 この学会の事業遂行に要する費用は、会費、事業に伴う収入および資産から生ずる果実等の運用

をもって支弁する。 

第４１条 学会の事業計画およびこれに伴う収支予算は、評議員会で議決しなければならない。 

第４２条 １ この学会の収支決算は、毎回、財産目録、事業報告書および会員の移動状況書とともに監事

の意見をつけ、評議員会および総会の承認を受けなければならない。 

２ この学会の収支決算に剰余金があるときには、評議員会の議決および総会の承認をうけて、

その一部もしくは全部を基本財産に編入し、または翌年度に繰り越すものとする。 

第４３条  収支予算で定めるものを除くほか、新たに義務の負担をし、または権利の放棄をしようとすると

きは、評議員会および総会の議決を受けなければならない。借入金（その会計年度内の収入をも

って償還する一時借入金を除く）についても同様とする。 

第４４条  この学会の会計年度は、毎年１月１日に始まり１２月３１日に終る。 

第７章 定款の変更ならびに解散 

第４５条  この定款は、評議員会および総会においておのおのの４分の３以上の議決を経なければ変更する

ことができない。 

第４６条 この学会の解散は、評議員会および総会においておのおのの４分の３以上の議決を経なければな

らない。 

第４７条  この学会の解散に伴う残余財産は、評議員会および総会においておのおのの４分の３以上の議決

を経て、この学会の目的に類似の目的を有する公益事業に寄付するものとする。 

第８章 補   則 

第４８条 １．この定款施行についての細則は、評議員会の議決を経て別に定める。 

２．本定款は１９９１年１０月１８日より実施する 

３．事業年度の初年度は本会設立の日をもってはじまる 
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４．初年度は半期役員は互選で決定する 

付 則 

本定款は、２０１１年１月１日より実施する。 

細 則 

１．この細則は、日本バイオイメージング学会定款４８条の１により、定めたものである。 

２．本学会の事務所を、庶務担当理事の勤務先（〒223-8522 神奈川県横浜市港北区日吉 3丁目 14 番 1号 慶

應義塾大学理工学部生命情報学科生物物理・神経情報学研究室）におく。 

３．年会費は正会員５，０００円、学生会員２，０００円、団体会員１０，０００円、賛助会員１口１００，

０００円とする。ただし、評議員の年会費は８，０００円とする。また、賛助会員の企業は、若干名を

会員として登録することができる（これを登録会員という）。登録会員は、評議員会の議決をもって承

認される。 

４．第１４条で定める評議員（評議員という）のほかに、任期２年（再任を妨げない）の企業評議員をおく

ことができる。企業評議員は、本学会の活動に協力的な企業に属する正会員および賛助会員企業の登録

会員より選出し、評議員会で承認する。ただし、企業評議員の人数は評議員の２０％以内とし、評議員

の年会費を納める必要はない。 

５．定款第１６条２の常務理事会は、常務理事とバイオイメージング誌編集委員会委員長、bioimages 誌編

集委員会委員長より構成する。 

６．副会長は、会長以外の常務理事と併任することができる。 

７．定款第５条に定めた事業を行うため、企画、バイオイメージング誌編集、bioimages 誌編集、ホームペ

ージ編集、集会、賞選考、研究助成選考、講習会、国際交流、新技術情報、男女共同参画の各委員会を

置く。各委員会には、必ず理事が属し、委員長は原則として理事がつとめる。ただし、特別の事情があ

るときは、評議員が委員長をつとめることができる。また、必要に応じて、これらの委員会のほかに、

特別委員会を設けることができる。 

特別委員会には、必ず理事が複数名加わるとともに、理事が委員長をつとめる。 

８．本細則の変更については、評議員会の議決と総会の承認を必要とする。 

付 則 

本細則は、２０１９年１月１日より実施する。 
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年会費 

会員は次の会費年額を支払うこととする。 

１．評議員 年額８，０００円 

２．正会員 年額５,０００円 

３．学生会員 年額２,０００円 

４．団体会員 年額１０,０００円 

５．賛助会員 年額１口１００,０００円 

附則 

１． 企業評議員は、個人正会員については会費年額５,０００円、賛助会員を代表して評議員となる場

合には賛助会費のみとする。 
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